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により記録紙に記録す 帥，，~~ 、

ることである。記録紙には，あらかじめ計画されたダイヤが摘

かれてあり，これと比較して遅れ等がわかる。また軌道回路の

長きと，列車がその軌道回路を占有した時間がわかるので，そ

の地点の列車の通過した速度も算一定することができる。

この装置は印字機構部 ・ 時IJ御泊1 ・時間パノレス発生部よりなり，

図ー3 のようなテーフツレに収められている。時間パルス発生部は

水晶時計を内蔵し， 記録紙の正確な送りとタイプパ ーの 10 秒ご

との動作を確保するためのパノレスの発坐を受け持ち，制御部は

各軌道回路からの情報を受け取り，印字機構ー部のタイプパーを

働かせる機能をもっている。

印字機構部をいま少 図-3 列車ダイヤ記録器全体図

し詳しく説明すると，

次のとおりである。

(1) タイプパー 1 30

本と I 本の プラ テ γ よ

りなり ， 130 本のタイ

プパ ーは，それぞれ l

組ずっ励般用の7 グネ

ットを備えており 130

箇所の軌道回路からの情報によって，これ らの タイ プパ ーは印

字活動をする。なお印字活動は 10 秒ごとに l 回， ，市、かえると

10 秒に l 回ずつ 130 区間の列車位置を記録すること になる。 ま

た ， この 130 区間は 2 等分されて上卜線を分担記録させている。

(2) 印字方式は図そのように ， ;~I己録紙の上部に印字用のは

(刃)形のプラテン，その下に印字用リボン ， 次に記録紙を置き ，

下面からタイプパーで打点する方式を採用してレる。これは刻

刻印字される状況を見やすくするためである。

(3) 活字体は，パー L--l 形のものとし，長さは約 2.3 mm ，

lin 当り 10 字とした。

(4) 記録紙の幅は15t in のピ γ フィード折りたたみの用紙を
使用し， 1 分間約 3. 61mm の割合で布方から左方に連続的に送

られる。プラテンは図ー2 のように右から約 tの位置に置かれて
いるから，記録前の状態が 111年間，記録後の状態が 2 時間テー

プノレ上商から見える。

(5) 用紙の送りは， パノレス発生部からのパノレ λを受け， 10 秒

ごとに 180' 回転するパノレ兄モータによっており，正確である。

かっBはワ ー レ yモ ー タでフリクショ γ機構を通して駆動され

てお り ，記録紙をA B 間で常にピ y と張っている。

(6) 記録紙にあらかじめ印刷されるダイヤは，長尺の印刷が

不可能なため 6 時間分ずつ印刷されたものを連結して使用す

れっし々ばん

るが，記録紙の送りは，フィードピンによって， 1 時間当り正

確に 7 in 送るようになっ ている。

(7) 使用中の記録紙あるいはカーボンリボンが終わると，ブ

ザーが鳴るよう安全装置を設けている。

(8) テープノレ中央にあるガラス窓は，記録紙に何か記入す る

とき，わかりやすいように縁なしとし，水平に押出しできるよ

うになっている。(和田周作)

れっしゃばんごうそうじゅしんそうち 列車番号送受

信装置 運転中の列車の番号を， .総合指令所に表示する装置。

新幹線で使用しているものの構成を表ー1 に示す。

表 1 列車番号送受信装置の構成

í!I!一引土 空-ι干L土」一主旦土土一
車 | 送 I 71J 車番号設定器 ! 東京方運転台
上 ! 信 ! 7U 車番号送信器!東京方 A.T.C受信器きょう
装 1 装 : / '1 -"t-'- 1fT "7 )�  11:1 fll)' i 体内
置 l 置 列車番号車上子|東京方先頭車車体下

地 | 受信 装置 列車番号受信コイル 各駅の出発側本線路内

列車番号受信器 各駅の信号機器家

情
列車集中制御符号変換 総機合指令所および各駅の信

上| 報
検出機 号 器室

伝
列車集中制御送受信機

装!
送 細心同軸般送通信装置 総信機合指器令室所および各駅の通
装置 細心同軸およびアプロ

東京 ・ 新大阪間

置 |
ーチケーブル

表示装置 列車集中制御表示盤 中央列車制御所

車上装置(送信装置)は，列車に与えられた番号 (000 から 999

までの任意の 3 数字の組合せ。)を，列車番号設定援のダイヤノレ

で設定すると，各けたに与えられている 4 種類の周波数(表 2)

が， 表-3 に示す 2 進符号により組み合わされ (3 けたで 3-6 種

績の周波数となる)， これとパイロット波(この装置では，正し

い信号である ことを示すための目的で送られる信号波をL 、う。)

が， 列車番号送信器で発振，変調されて，列車番号車上子から

地上装置に対して，送り出される。送信される 13 周波数は，

図ーl に示すごとく，まず発振器で 6 周波数 (3050- 3750c/s) を

発娠し，残りの 6 周波数は 7920c/s の群搬送波で変調して作ら

れる下側帯波を使用する。これら 12 周波数にパイロット波 (51

50c/s) を加え， 送信搬送波 2oo kc/s を変調し，下側帯波をとる

と 194. 85 -196. 95 kc/s の 13 周波数が得られる。

表 2 送信される周波数 (kc/s)

~けた 1 "" I~ ，J>. I 1(¥ n">. I..l- -1-. ¥ -----.:ご~ I 1 のけた I 10 のけた I 100 のけた

送信符号 -------
196.95 196.39 I 195.55 
198.81 196.25 195.41 
196.67 I 195. 83 195. 27 

4 196.53 195.69 1 195.13 

パイ ロット波 194. 邸

(注) 送信織送波は， 2∞kc/s であって，実際に送信される周

波数は 2∞kc/s の下側待波である.

表-3 番号に対する送受信符号の組合せ

(注) 0印のと き，送信または受信されることを示す.

列車番号車上子は，コイルとコ γデンサを組み合わせたもの

で， 樹脂で固めて成形したものである。
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